
「地方独立行政法人北海道立総合研究機構の

第４期中期目標」の素案について

令和６年（２０２４年）８月９日（金）～９月９日（月）

ち ほ う ど く り つ ぎ ょ う せ い ほ う じ ん ほ っ か い ど う り つ そ う ご う け ん き ゅ う き こ う

だ い き ち ゅう き も く ひ ょ う そ あ ん

れいわ ね ん ね ん が つ が つに ち に ちき ん げ つ
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１ 「道総研」とは

○ ２０１０年に北海道が設立した、農業、水産、森林、産業技術環境、

建築の５つの研究本部と運営を行う法人本部で構成されている

総合的な研究機関です

○ 道総研の役割

北海道の豊かな自然と地域の特色を生かした研究や技術支援等を

通して、道民の豊かな暮らしづくりや自然環境の保全に貢献します

ど う そ う け ん

ほっかいどう せつりつ

そうごうてき けんきゅうきかん

のうぎょう しんりんすいさん さんぎょうぎじゅつかんきょう

けんちく けんきゅうほんぶ うんえい おこな ほうじんほんぶ こうせい

どうそうけん

ほっかいどう ゆ た しぜん ちいき とくしょく い けんきゅう ぎじゅつしえんとう

とお どうみん ゆ た く しぜんかんきょう ほぜん こうけん

やくわり

ねん



２ 「中期目標」とは

○ 中期目標は、地方独立行政法人法という法律に基づいて、

北海道が道総研に対して５年ごとに定めるものです

○ 期間は「令和７年４月～令和12年３月」の５年間です

○ 道民のみなさんの生活がよくなるよう、また、道内の産業が

ますます元気になるよう、道総研に取り組んでほしい研究など

について方向性を示すものです

ちゅうきもくひょう

ちゅうきもくひょう ちほうどくりつぎょうせいほうじんほう ほうりつ もと

ほっかいどう どうそうけん たい ねん さだ

どうみん せいかつ どうない さんぎょう

げ ん き どうそうけん と く けんきゅう

きかん れいわ ねん が つ れいわ ね ん が つ ねんかん

ほうこうせい しめ



項目 主な内容

研究の進め方 道の施策などを踏まえて、これまでの研究成果や専門性を生かして、総合力を発揮

して分野横断的な研究を進めます

農業に関する研究 ・ 豊かな食生活を支える農業や食関連産業を振興します

・ 環境と調和した持続的農業を推進します

・ 地域の特色を生かした農業・農村を振興します

水産に関する研究 ・ 地域を支える漁業を振興します

・ 新たな資源の有効活用と高度利用を推進します

・ 自然との共生を目指した水産業を振興します

森林に関する研究 ・ 森林資源の循環利用による林業や木材産業の健全な発展を振興します

・ 森林の多面的機能の持続的な発揮を図ります

けんきゅう

こうもく おも ないよう

すす かた

すす

そうごうりょくど う ふま けんきゅうせいか せんもんせい いしさく

ぶんやおうだんてき けんきゅう

はっき

のうぎょう かん けんきゅう ゆた しょくせいかつ ささ のうぎょうしょくかんれんさんぎょう しんこう

かんきょうちょうわ じぞくてきのうぎょう すいしん

ちいき とくしょく い のうぎょう のうそん しんこう

かんすいさん ぎょぎょうけんきゅう ちいき ささ しんこう

あら しげん ゆうこうかつよう こうどりよう すいしん

しんこうすいさんぎょうめ ざきょうせいしぜん

しんりん かん けんきゅう しんりんしげん じゅんかんりよう りんぎょう もくざいさんぎょう けんぜん はってん しんこう

しんりん ためんてききのう じぞくてき はっき はか



項目 主な内容

産業技術環境に関する研究 ・地域経済をけん引するものづくり産業を振興します

・成長力を持った力強い食関連産業を振興します

・脱炭素化や循環資源等の利用を推進します

・生活・産業基盤を支える環境の保全を図ります

・災害の被害防止・軽減や地質資源の活用を図ります

建築・まちづくりに関する研究 暮らし・地域・環境を育む建築・まちづくりを推進します

さんぎょうぎじゅつかんきょう かん けんきゅう ちいきけいざい いん さんぎょう しんこう

せいちょうりょく も ちからづよ しょくかんれんさんぎょうしんこう

だつたんそか じゅんかんしげんとう りよう すいしん

せいかつ さんぎょうきばん ささ かんきょう ほ ぜ ん は か

さいがい ひがいぼうし けいげん ちしつしげん かつよう は か

はぐくちいき けんちくけんちく かん けんきゅう く かんきょう すいしん

こうもく おも ないよう



３ 「中期目標」のポイント

「社会のニーズ」と「研究成果の社会への活用」を、意識した研究を進める

○ 各分野において、「デジタル技術の活用」と「脱炭素化」をテーマとし

た研究に取り組むよう示す

○ 地域課題を把握し、その解決に向けた研究に取り組むよう示す

ちゅうきもくひょう

ちいきかだい

しゃかい

かいけつ

かつようかくぶんや

はあく

すすいしき

ぎじゅつ だつたんそか

と

けんきゅう

しめ

○ みなさんの意見はコチラ↓から

ＵＲＬ：https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=eVNSPFgE

けんきゅうせいか かつようしゃかい

くけんきゅう

と く しめむ

いけん

けんきゅう



環境依存文字について

「北海道立総合研究機構（道総研）第４期中期目標」の子どもの意見募集
　このたび、北海道立総合研究機構（ほっかいどうりつそうごうけんきゅうきこう）第4期中期目標（だい４きちゅうきもくひょう）素案
（そあん）をとりまとめましたので、子（こ）どもからの意見（いけん）を募集（ぼしゅう）しています。
　資料（しりょう）を読（よ）んで、みなさんの意見を聞（き）かせてください。
　提出（ていしゅつ）された意見については、意見に対（たい）する考え方（かんがえかた）とともに令和６年（れいわ６ねん）（2024年）
９月下旬頃（がつげじゅん）を目処（めど）に「道民意見提出手続（どうみんいけんていしゅつてつづき）の意見募集結果（いけんぼしゅう
けっか）」を公表（こうひょう）します。

ブラウザの「戻る」「更新」ボタンを使用すると正しく処理できませんので、使用しないでください。
印は必須項目です。必ずご記入ください。

６０分間通信がない（ページ移動がない）場合、タイムアウトとなり入力内容が破棄されます。 ご記入に時間がかかる場合は一時保存をご利
用ください。

【1】回答者（かいとうしゃ）の年代（ねんだい）について

年代をおこたえください。

【2】住所（じゅうしょ）

お住（す）まい市町村（しちょうそん）を教（おし）えてください
(200文字まで)

【3】道総研（どうそうけん）について

道総研をどのくらい知（し）っていますか？

【4】中期目標（ちゅうきもくひょう）について

北海道（ほっかいどう）が道総研を設立（せつりつ）し、取り組む（とりくむ）べき目標を示（しめ）していることを知っていますか？

【5】農業（のうぎょう）に関（かん）する研究（けんきゅう）

北海道の農業に関する研究で必要（ひつよう）だと思（おも）う項目（こうもく）を選（えら）んでください

小学生（しょうがくせい）

中学生

高校生

その他

知っている

聞（き）いたことがある

知らない

知っている

知らない

デジタル技術（ぎじゅつ）の活用（かつよう）

品種（ひんしゅ）の改良（かいりょう）・開発（かいはつ）

クリーン農業の推進（すいしん）

地域（ちいき）の特色（とくしょく）を生（い）かした農業の推進

その他（た）（自由記載（じゆうきさい））
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【6】水産業（すいさんぎょう）に関する研究

北海道の水産業に関する研究で必要だと思う項目を選んでください

【7】森林（しんりん）に関する研究

北海道の森林に関する研究で必要だと思う項目を選んでください

【8】産業技術環境（さんぎょうぎじゅつかんきょう）に関する研究

北海道の産業技術環境に関する研究で必要だと思う項目を選んでください

【9】建築（けんちく）・まちづくりに関する研究

北海道の建築・まちづくりに関する研究で必要だと思う項目を選んでください

【10】道総研について

道総研に期待（きたい）することやご意見（いけん）があれば自由に記載してください。
(9999文字まで)

デジタル技術の活用

養殖（ようしょく）技術の開発

加工（かこう）技術の開発

ブルーカーボンの取組（とりくみ）

その他（自由記載）

道産木材（どうさんもくざい）の利用促進（りようそくしん）

森林機能（きのう）による災害（さいがい）の軽減（けいげん）

生態系保全（せいたいけいほぜん）に配慮（はいりょ）した森林管理（かんり）技術の開発

その他（自由記載）

ものづくり産業の振興（しんこう）

道産食品（どうさんしょくひん）の高付加価値化（こうふかかちか）

再生可能（さいせいかのう）エネルギーの活用

その他（自由記載）

自然災害（しぜんさいがい）からの安全性（あんぜんせい）の確保（かくほ）

再生可能エネルギーの利用

地域資源（ちいきしげん）の活用

デジタル技術の活用

その他（自由記載）



確 認

一時保存  入力途中の内容を一時的に保存します。

お問い合わせ先

部署名 北海道総合政策部次世代社会戦略局科学技術振興課（ほっかいどうそうごうせいさくぶじせ
だいしゃかいせんりゃくきょくかがくぎじゅつしんこうか）

電話番号 011-204-5126

メールア
ドレス

sogo.kagi1@pref.hokkaido.lg.jp

北海道電子自治体共同システム 電子申請サービス

mailto:sogo.kagi1@pref.hokkaido.lg.jp


別紙様式２　道民意見提出手続の意見募集結果（こどもの意見）

令和6年10月3日

実施
じっし

期間
きかん

　令和
れいわ

６年
ねん

８月
がつ

９日
にち

から令和
れいわ

６年
ねん

９月
がつ

９日
にち

まで

回答
かいとう

数 　４人
にん

１　回答者
かいとうしゃ

の年代
ねんだい

について

【質問
しつもん

】　年代
　ねんだい

をおこたえください。

年代
ねんだい

人数
にんずう

割合
わりあい

小学生
しょうがくせい

1人 25%

中学生
ちゅうがくせい

2人 50%

高校生
こうこうせい

1人 25%

合計
ごうけい

4人

２　住所
じゅうしょ

について

３　道総研
どうそうけん

について

年代
ねんだい

知
し

っている 聞
き

いたことがある 知
し

らない
小学生 1人
（割合） 100.0% 0.0% 0.0%
中学生 2人
（割合） 0.0% 100.0% 0.0%
高校生 1人
（割合） 0.0% 0.0% 100.0%
合計 1人 2人 1人
（割合） 25.0% 50.0% 25.0%

４　中期
ちゅうき

目標
もくひょう

について

年代
ねんだい

知
し

っている 知
し

らない
小学生 1人
（割合） 0.0% 100.0%
中学生 2人
（割合） 0.0% 100.0%
高校生 1人
（割合） 0.0% 100.0%
合計 0人 4人
（割合） 0.0% 100.0%

「北海道立総合研究機構
ほっかいどうりつそうごうけんきゅうきこう

（道総研）
（どうそうけん）

第４期中期目標
だい４きちゅうきもくひょう

」の子
こ

どもの意見募集
いけんぼしゅう

の結果
けっか

（こどもの意見
いけん

）

【質問
しつもん

】　お住
す

まいの市町村
しちょうそん

を教
おし

えてください。

札幌市
さっぽろし

、富良野市
ふらのし

、登別
のぼりべつ

市
し

【質問
しつもん

】　道総研
どうそうけん

をどのくらい知
し

っていますか？

【質問
しつもん

】　北海道
ほっかいどう

が道
どう

総研
そうけん

を設立
せつりつ

し、取
と

り組
く

むべき目標
もくひょう

を示
しめ

していることを知
し

っていますか？

みなさんの意見
いけん

　「知
し

らない」という人
ひと

が100%でした。

みなさんの意見
いけん

　「聞
き

いたことがある」という人
ひと

が50%、「知
し

っている」「知
し

らない」という人
ひと

がそれぞれ25％でした。

意見
いけん

の反映
はんえい

　道総研
どうそうけん

の活動
かつどう

について、幅広
はばひろ

く知
し

っていただけるよう引
ひ

き続
つづ

き広報
こうほう

活動
かつどう

等
とう

に取
と

り組
く

んでいきます。

意見
いけん

の反映
はんえい

　道総研
どうそうけん

へ北海道
ほっかいどう

が取
と

り組
く

むべき目標
もくひょう

を示
しめ

す中期
ちゅうき

目標
もくひょう

について、これから多
おお

くの人
ひと

に知
し

ってもらえるようにしていきます。
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５　農業
のうぎょう

に関
かん

する研究
けんきゅう

年代
ねんだい

デジタル技術
ぎじゅつ

の活用
かつよう

品種
ひんしゅ

の改良・開発
かいりょう・かいはつ

クリーン農業
のうぎょう

の推進
すいしん 地域

ちいき

の特色
とくしょく

を生
い

かした

農業
のうぎょう

の推進
すいしん その他

た

小学生 1人
（割合） 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
中学生 2人
（割合） 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%
高校生 1人
（割合） 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%
合計 1人 0人 0人 3人 0人
（割合） 25.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0%

６　水産業
すいさんぎょう

に関
かん

する研究
けんきゅう

年代
ねんだい

デジタル技術
ぎじゅつ

の活用
かつよう

養殖
ようしょく

技術
ぎじゅつ

の開発
かいはつ

加工
かこう

技術
ぎじゅつ

の開発
かいはつ

ブルーカーボンの取組
とりくみ

その他
た

小学生 1人
（割合） 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
中学生 1人 1人
（割合） 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%
高校生 1人
（割合） 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
合計 0人 3人 0人 1人 0人
（割合） 0.0% 75.0% 0.0% 25.0% 0.0%

【質問
しつもん

】　北海道
ほっかいどう

の水産業
すいさんぎょう

に関
かん

する研究
けんきゅう

で必要
ひつよう

だと思
おも

う項目
こうもく

を選
えら

んでください。

【質問
しつもん

】　北海道
ほっかいどう

の農業
のうぎょう

に関
かん

する研究
けんきゅう

で必要
ひつよう

だと思
おも

う項目
こうもく

を選
えら

んでください。

みなさんの意見
いけん

　「地域
ちいき

の特色
とくしょく

を生
い

かした農業
のうぎょう

の推進
すいしん

」が必要
ひつよう

という人
ひと

が75％、「デジタル技術
ぎじゅつ

の活用
かつよう

」が必要
ひつよう

という人
ひと

が25％でした。

みなさんの意見
いけん

　「養殖
ようしょく

技術
ぎじゅつ

の開発
かいはつ

」が必要
ひつよう

という人
ひと

が75％、「ブルーカーボンの取組
とりくみ

」が必要
ひつよう

という人
ひと

が25％でした。

1人

2人

1人

0人

1人

2人

3人

4人

デジタル技術の活用 品種の改良・開発 クリーン農業の推進 地域の特色を生かした

農業の推進

その他

農業

小学生 中学生 高校生

1人

1人

1人

1人

0人

1人

2人

3人

4人

デジタル技術の活用 養殖技術の開発 加工技術の開発 ブルーカーボンの取組 その他

水産業

小学生 中学生 高校生



７　森林
しんりん

に関
かん

する研究
けんきゅう

年代
ねんだい 道産

どうさん

木材
もくざい

の

利用
りよう

促進
そくしん

森林
しんりん

機能
きのう

による

災害
さいがい

の軽減
けいげん

生態系
せいたいけい

保全
ほぜん

に配慮
はいりょ

した

森林
しんりん

管理
かんり

技術
ぎじゅつ

の開発
かいはつ その他

た

小学生 1人
（割合） 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%
中学生 1人 1人
（割合） 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%
高校生 1人
（割合） 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
合計 1人 1人 2人 0人
（割合） 25.0% 25.0% 50.0% 0.0%

８　産業
さんぎょう

技術
ぎじゅつ

環境
かんきょう

に関
かん

する研究
けんきゅう

年代
ねんだい ものづくり産業

さんぎょう

の

振興
しんこう

道産
どうさん

食品
しょくひん

の

高
こう

付加
ふか

価値化
かちか

再生
さいせい

可能
かのう

エネルギーの

活用
かつよう その他

た

小学生 1人
（割合） 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
中学生 2人
（割合） 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%
高校生 1人
（割合） 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%
合計 1人 0人 3人 0人
（割合） 25.0% 0.0% 75.0% 0.0%

みなさんの意見
いけん 　「生態系

せいたいけい

保全
ほぜん

に配慮
はいりょ

した森林
しんりん

管理
かんり

技術
ぎじゅつ

の開発
かいはつ

」が必要
ひつよう

という人
ひと

が50％、「道産
どうさん

木材
もくざい

の利用
りよう

促進
そくしん

」が必要
ひつよう

という人
ひと

が25％、

「森林
しんりん

機能
きのう

による災害
さいがい

の軽減
けいげん

」が必要
ひつよう

という人
ひと

が25％でした。

みなさんの意見
いけん

　「再生
さいせい

可能
かのう

エネルギーの活用
かつよう

」が必要
ひつよう

という人
ひと

が75％、「ものづくり産業
さんぎょう

の振興
しんこう

」が必要
ひつよう

という人
ひと

が25％でした。

【質問
しつもん

】　北海道
ほっかいどう

の産業
さんぎょう

技術
ぎじゅつ

環境
かんきょう

に関
かん

する研究
けんきゅう

で必要
ひつよう

だと思
おも

う項目
こうもく

を選
えら

んでください。

【質問
しつもん

】　北海道
ほっかいどう

の森林
しんりん

に関
かん

する研究
けんきゅう

で必要
ひつよう

だと思
おも

う項目
こうもく

を選
えら

んでください。

1人1人

1人

1人

0人

1人

2人

3人

4人

道産木材の

利用促進

森林機能による

災害の軽減

生物系保全に配慮した

森林管理技術の開発

その他

森林

小学生 中学生 高校生

1人

2人

1人

0人

1人

2人

3人

4人

ものづくり産業の振興 道産食品の

高付加価値化

再生可能エネルギーの

活用

その他

産業技術環境

小学生 中学生 高校生



９　建築
けんちく

・まちづくりに関
かん

する研究
けんきゅう

年代
ねんだい 自然

しぜん

災害
さいがい

からの

安全性
あんぜんせい

の確保
かくほ

再生
さいせい

可能
かのう

エネルギーの

利用
りよう 地域

ちいき

資源
しげん

の活用
かつよう

デジタル技術
ぎじゅつ

の活用
かつよう

その他
た

小学生 1人
（割合） 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
中学生 1人 1人
（割合） 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%
高校生 1人
（割合） 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
合計 1人 2人 1人 0人 0人
（割合） 25.0% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0%

10　道総研
どうそうけん

について

【質問
しつもん

】　道総研
どうそうけん

に期待
きたい

することや意見
いけん

があれば自由
じゆう

に記載
きさい

してください。

年代
ねんだい

小学生
しょうがくせい

意見
いけん

の反映
はんえい

意見
いけん

の内容
ないよう

　北海道
ほっかいどう

では、さけます漁業
ぎょぎょう

や内
ない

水面
すいめん

漁業
ぎょぎょう

・養殖業
ようしょくぎょう

に関
かん

する資源
しげん

管理
かんり

、

増
ぞう

養殖
ようしょく

技術
ぎじゅつ

の開発
かいはつ

などを行
おこな

っています。

　ご意見
いけん

を踏
ふ

まえ、引
ひ

き続
つづ

き水産業
すいさんぎょう

に関
かん

する研究
けんきゅう

を行
おこな

っていきます。

　ベーリング海
かい

の方
ほう

で、鮭
さけ

の縄張
なわば

りが変
か

わり始
はじ

めているというニュースを見
み

ました。私
わたし

は、焼
やき

鮭
ざけ

が好
す

きです。給食
きゅうしょく

で鮭
さけ

が出
で

たら、おかわりすることが多
おお

いです。

　だから、これまで通
どお

りなじみのある鮭
さけ

が食
た

べられるように、鮭
さけ

の養殖
ようしょく

に関
か

連
んれん

する研究
けんきゅう

に期待
きたい

しています。（鮭
さけ

が好
す

きな小
しょう

５より）

みなさんの意見
いけん 　「再生

さいせい

可能
かのう

エネルギーの利用
りよう

」が必要
ひつよう

という人
ひと

が50％、「自然
しぜん

災害
さいがい

からの安全性
あんぜんせい

の確保
かくほ

」が必要
ひつよう

という人
ひと

が25％、「地域
ちいき

資
しげ

源
ん

の活用
かつよう

」が必要
ひつよう

という人
ひと

が25％でした。

意見
いけん

の反映
はんえい

　いただいた意見
いけん

を踏
ふ

まえ、引
ひ

き続
つづ

き各分野
かくぶんや

における研究
けんきゅう

・開発
かいはつ

に取
と

り組
く

んでいきます。

【質問
しつもん

】　北海道
ほっかいどう

の建築
けんちく

・まちづくりに関
かん

する研究
けんきゅう

で必要
ひつよう

だと思
おも

う項目
こうもく

を選
えら

んでください。

1人 1人 1人

1人

0人

1人

2人

3人

4人

自然災害からの

安全性の確保

再生可能エネルギーの

利用

地域資源の活用 デジタル技術の活用 その他

建築・まちづくり

小学生 中学生 高校生


